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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票        

 

１ 事業評価の視点 

（１）各年度末までの進捗状況評価 

    各年度末までの進捗状況を評価します。次の三つから選択又は当てはまらない場合は自由記載。 

    「目標どおり進行している。」 

    「やや取組が遅れている。」 

    「大幅に取組が遅れている。」 

（２）３か年の達成状況評価 

    ３か年を経て目標を達成することができたか。次の四つから選択。 

    Ａ：目標以上に達成した（目標に対し100％以上を達成）。 

    Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

    Ｃ：目標を下回った（目標に対し80％未満）。 

    Ｄ：実施しなかった。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）達成状況評価総括表 

（平成30年度～令和２年度） 
 

 

  

３か年の達成状況評価 件数 該当する事業 

Ａ：目標以上に達成した（目標に対し100％以上

を達成）。 
４ 

地域包括ケアの推進【高齢福祉課】，福祉の総合的な相談窓口の体制整備，成年後

見制度利用促進，自立相談支援事業（相談） 

Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上

100％未満を達成）。 
７ 

地域福祉推進協議会の開催，国分寺市職員地域参加促進事業，地域包括ケアの

推進【地域共生推進課】，地域包括ケアの推進【障害福祉課】，地域包括ケアの推進

【健康推進課】，避難行動要支援者への支援，学習支援事業 

Ｃ：目標を下回った（目標に対し80％未満）。 ２ 自立相談支援事業（支援），自立相談支援事業（就労） 

Ｄ：実施しなかった。 ０  
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

１ 重点施策・テーマの取組（１）地域福祉の担い手の育成 

 

 

 

 

基本目標 １ 共に支える地域づくり 担当課 地域共生推進課 

施策の柱 （１）地域福祉を担う人材の育成と活用 関連する課  

事業名 
（主な取組） 

地域福祉推進協議会の開催 

事業概要 
（取組内容） 

地域福祉を推進するためには，その担い手となる，互いに認め合い，支え合える人づくりが重要である。そのため，市民や各種団体が，自らができる地域福祉を考え，話し
合い，目標を定める場として，地域福祉推進協議会を開催する。地域福祉の担い手となる方々の情報交換や情報共有の場となるとともに，新たな担い手の育成につなげて
いく。 

 平成30年度 令和元年度 

実績 

●幅広い分野の活動団体が推薦する委員や個人の委員の参加により，地域福祉推

進協議会を年３回開催し，情報共有やつながりの推進が図られた。 

●委員数は71人となった。 

●委員は１年間の活動目標シートを作成し，目標に取り組むとともに，活動交流や計

画評価等への意見交換を行った。年度末には自己評価を行い，委員相互に共有し

た。市は，情報共有や意見交換の場として地域福祉推進協議会を開催すること

で，新たな担い手の育成につなげた。 

●幅広い分野の活動団体の推薦や個人参加による委員の参加を得て，地域福祉推

進協議会を年３回開催した。 

●委員数は77人となり，委員の結びつきから，新たな委員の応募につなげることがで

きた。 

●委員は，年間活動目標の設定及び振り返りシートの作成を行い，委員相互のつな

がりの進展や，積極的な取組について評価することができた。市は地域福祉推進

協議会の開催によりつながりの進展や活動の振り返りを支援し，新たな担い手の

育成を目指した取組とすることができた。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 

●地域福祉推進協議会を開催する。 

●委員数の拡大を図る（80人）。 

●委員は，年度当初に目標を定め，地域福祉の推進のための活動を行い，年度末に１年間の活動を振り返り，評価する。そのための支援・アドバイス等を行う。 

３か年の 
達成状況評価 

Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

令和元年度までは，地域福祉推進協議会を開催し，委員数の拡大目標を達成し，地域づくりの担い手の育成に向けた取組を進めてきた。令和２年度は，新型コロナウイル

ス感染症の影響から，協議会の対面開催に代えて，委員の活動目標等に係るシートを作成し，委員の活動情報を地域別に集計した書面の共有を行った。委員のつながりの

進展による新たな取組に向けて，有意義な情報共有を進めることができた。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

１ 重点施策・テーマの取組（１）地域福祉の担い手の育成 

 

 

  

 

 

基本目標 １ 共に支える地域づくり 担当課 地域共生推進課 

施策の柱 （１）地域福祉を担う人材の育成と活用 関連する課 各課・市職員 

事業名 

（主な取組） 
国分寺市職員地域参加促進事業 

事業概要 

（取組内容） 

市職員は「国分寺市民」であることを自覚し，地域行事やイベント等，地域づくりにかかわる場に積極的に参加することで，地域の市民との絆を強めるとともに市民目線を

養い職員としての資質向上を図る。ひいては，地域福祉の担い手づくりの支援に寄与する。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●新入職員や派遣から帰任した職員等より希望を聞き，職員の地域の割振りを行

った。 

●地域行事等の情報に係る職員への周知について，イントラ掲示板を活用し，職

員への情報提供を行った。 

●新入職員等の希望にて，地域の割振りを行った。 

●地域福祉推進協議会委員の意見について，関係各課に情報提供を行った。 

●市民活動団体等に係るイベントについて，イントラ掲示板を通じた情報提供を行

い，地域に対する関心を高める取組を行った。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 
●新規入職の職員等に地域の割振りの希望を聞き，割振りを行う。地域参加の事例を職員間で共有できる場を設ける。 

●地域や市民活動団体等のイベント開催情報を職員へ提供し，参加を呼びかける。地域行事やイベント等，地域づくりにかかわる場に積極的に参加する。 

３か年の 

達成状況評価 
Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

職員を対象として地域の割振りを行うことと併せ，庁内掲示板により地域のイベント情報を職員に提供し，地域に対する関心を高める取組を進めることができた。引き続

き，職員の地域イベントなどへの参加を進めるため，地域づくりに向けた市の取組を含め，情報提供と呼びかけを行っていく。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

１ 重点施策・テーマの取組（２）地域包括ケアの推進 

 

 

 

 

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 地域共生推進課・障害福祉課・高齢福祉課・健康推進課 

施策の柱 （１）必要な福祉サービスが利用できる仕組みづくり 関連する課 健康部・福祉部・子ども家庭部の各課 

事業名 
（主な取組） 

地域包括ケアの推進 

事業概要 
（取組内容） 

子どもから高齢者まで，障害のある方もない方も，地域で自分らしく暮らし続けられるよう，適切な支援を切れ目なく提供することのできる，地域包括ケアを推進する。そ

のためには，地域の様々な専門機関（医療機関・介護やリハビリの施設のほか，地域包括支援センターや各種相談窓口など）や団体等（民生委員・児童委員，自治会・

町内会，ボランティア団体，民間企業など）との相互の連携を図り，支援を必要としている方と支援したい方をつなげられるよう，重層的なネットワークを築き，地域を支え

る基盤を強化する。 

担当課 地域共生推進課 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●幅広い分野の活動団体が推薦する委員や個人の委員の参加を得て，地域福祉

推進協議会を年３回開催した。活動目標に対する委員の取組を共有し，計画評

価や協議会の運営に係る意見交換を行うなど，委員相互の交流やつながりが深

まり，地域包括ケアの下地となるネットワークづくりを進めることができた。 

●幅広い分野の団体推薦や個人参加の委員が参加し，地域福祉推進協議会を年

３回開催した。委員は活動目標に対する振り返りシートを作成し，つながりの進

展や積極的な取組を共有することができた。市は推進協議会の開催により，委

員相互のつながりや情報共有を支援し，委員の結びつきから新たな委員が応募

するなど，担い手の育成を目指した取組を進めることができた。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 ●地域の様々な社会資源を結びつけるための会議を開催し，連携のあり方を検討しつつ，ネットワークの構築が進められている。 

３か年の 
達成状況評価 

Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 
関する説明 

地域の様々な社会資源相互の連携を図るため，幅広い分野にて活動する地域福祉推進協議会は，新型コロナウイルス感染症の影響から対面開催を中止したが，書面

により活動の現状や課題等の情報共有を行い，委員相互の連携に向けた取組の検討を進めることができた。引き続き，委員の多様なつながり合いにより，地域におけ

る新たな取組につながる活動の進展を目指し，重層的なネットワークの構築を進めていく。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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１ 重点施策・テーマの取組（２）地域包括ケアの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

担当課 障害福祉課 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●障害のある人が，地域で様々な支援を切れ目なく提供される仕組みを構築する

ため，障害者センターと社会福祉法人 万葉の里が運営するＫＯＣＯ・ジャムの持

つ機能を合わせて，平成30年10月より地域生活支援拠点機能として位置付け

た。 

●地域生活支援拠点整備数 １か所 

●障害のある人が，地域で様々な支援を切れ目なく提供される仕組みを構築する

ため，市内８か所の相談支援事業所を地域生活支援拠点の機能の一部に加

え，「相談」及び「地域の体制づくり」の機能の強化・充実を図った。 

●地域生活支援拠点整備数 １か所 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 
●障害のある人の高齢化，重度化や「親亡き後」を見据え，障害のある人が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう，様々な支援を切れ目なく提供できる仕組み
を構築する必要がある。このため，相談，体験の機会・場，緊急時の受入れ，専門的人材の育成，地域の体制づくり等の機能を持った拠点を整備している。 

●地域生活支援拠点整備数 １か所 

３か年の 
達成状況評価 

Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 
関する説明 

地域生活支援拠点を整備し，目標はおおむね達成している。機能の強化・充実についても障害者地域自立支援協議会を中心に地域課題の抽出，共有，検討を行い，具

体的な取組を着実に進めている。令和２年度は，体験の機会・場の提供の開始を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の影響により試行的な実施に留まった。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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１ 重点施策・テーマの取組（２）地域包括ケアの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 高齢福祉課 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●平成29年10月より，在宅医療と介護の連携を支援する相談窓口を関係機関向け

に設置した。地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等に浸透したこと

で，相談窓口の対処事例が蓄積し，相談対応力が向上した。市民やケアマネジ

ャー等への相談支援として活用できたことから，目標を大幅に上回る実績となっ

た。 

●相談件数 1,336件 

●平成29年10月より設置した関係機関向けの在宅医療と介護の連携を支援する

相談窓口は，令和元年度より市直営で実施している。地域包括支援センターや

居宅介護支援事業所等の相談対応力も向上し，市民やケアマネジャー等への

相談支援として活用できた。退院支援等の相談が増えてきたこともあり，目標を

大幅に上回る実績となった。 

●相談件数 1,644件 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 
●関係機関と連携を図り，在宅医療介護連携推進の取組が達成している。 

●相談件数 730件 

３か年の 
達成状況評価 

Ａ：目標以上に達成した（目標に対し100％以上を達成）。 

３か年の 

達成状況に 
関する説明 

平成30年度までは対処事例の蓄積や地域の医療・介護の資源の把握をし，地域包括支援センターや居宅介護支援事業所からの相談窓口としての浸透を図った。様々

な相談事例を通じて，地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等の関係機関の相談対応力向上に繋がった。相談件数については，入退院支援の相談が増えた

こともあり，目標を大幅に上回る実績となっている。相談窓口の設置により，在宅医療介護連携推進の取組が進められ，地域住民が住み慣れた地域での暮らしを継続

するための環境づくりに寄与している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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１ 重点施策・テーマの取組（２）地域包括ケアの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 健康推進課 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●平成30年１月より，子育て世代包括支援センターの整備について，子育て相談

室と健康推進課の２課でプロジェクト委員会を発足し，令和元年７月からの事業

実施に向け，事業内容の整備を行った。 

●令和元年７月から，子育て世代包括支援センター事業を開始した。子育て応援

パートナーと連携し，親子ひろば等への巡回や，子育て相談室が主催する連絡

会へ参加するなど，妊娠期から子育て期へと，切れ目なく支援するため，子育て

部門との連携を実施した。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 ●関係課と連携を図り，円滑な運営を行い，切れ目のない支援を行えている。 

３か年の 
達成状況評価 

Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 
関する説明 

子育て世代包括支援センター事業では，関係機関との連携強化を図るため，事業周知を行い，研修を企画するなど，妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に

ついて充実を図ることができた。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

１ 重点施策・テーマの取組（３）福祉の総合的な相談窓口の体制整備 

 

 

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 地域共生推進課 

施策の柱 （２）福祉ニーズへの総合的・専門的な対応の仕組みづくり 関連する課 健康部・福祉部・子ども家庭部の各課 

事業名 

（主な取組） 
福祉の総合的な相談窓口の体制整備 

事業概要 

（取組内容） 

昨今の経済情勢や核家族化，少子高齢化などから，相談内容は複雑多岐にわたり，複合的な課題を抱えた相談者が増えている。そのため，相談窓口のあり方につい

て，様々な視点からの要望があり，総合的な相談窓口の体制整備が求められている。様々な課題と，これまでの検討経過を踏まえ，市民が安心して相談できる窓口の

体制を整備する。 

担当課 地域共生推進課 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●福祉の総合的な相談窓口の体制整備へ向けて，現在市では各分野における相

談支援の体制整備が図られていることから，新たな窓口を設置せず，地域に根

差した各相談支援機関や団体等の連携の強化による整備とすることとした。その

中で，庁内では，情報共有と連携強化のために，相談支援総合調整会議を設置

し，相談支援総合調整会議を年２回，相談支援総合調整会議（担当者会議）を年

５回開催した。 

●第２庁舎１階の健康部，福祉部及び子ども家庭部のワンストップサービスの窓口

整備及び相談支援総合調整会議による情報共有と連携強化により，担当部署間

の連携が図られ，複合的な課題に対応する総合相談窓口の機能を果たす体制

を整備した。 

●地域の相談窓口について関係機関等に意見聴取し，地域福祉コーディネーター

の配置による地域共生社会の実現と包括的支援体制構築に向けて，地域福祉

推進委員会及び地域福祉推進協議会において意見聴取を行い，相談支援総合

調整会議にて検討を行った。 

●相談受付・紹介シート（仮称）については，相談支援総合調整会議にて議論さ

れ，現在担当者の連携により対応できていることから，その必要性も含めて検討

を継続していく。 

●相談支援総合調整会議を年２回，相談支援総合調整会議（担当者会議）を年３

回（新型コロナウイルス感染症対策により２回中止）開催した。8050問題等の課

題，事例の共有等により，対応力を高めるとともに，新庁舎窓口サービス部会か

らの依頼を受け，新庁舎窓口について協議し，意見の取りまとめを行った。健康

部，福祉部及び子ども家庭部の委員に加え，依頼により教育部からも出席を得

て，庁内の情報共有と連携を一層強化した。 

●第２庁舎１階の健康部，福祉部及び子ども家庭部のワンストップサービスの窓口

整備及び相談支援総合調整会議により，担当部署間の連携が図られ，複合的な

課題に対応する総合相談窓口の機能を果たす体制を整備した。 

●国分寺市社会福祉協議会への地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制

構築事業の委託により，市内の地域包括支援センターのエリアを東西２区域に

分け，２人の地域福祉コーディネーターを配置した。総合的な相談支援を行うほ

か，地域におけるネットワークの構築，地域力強化の推進等に取り組んだ。複合

的な課題や制度の狭間の課題を抱える世帯の相談も受け，相談内容に応じて適

切な支援関係機関につなぐとともに，必要に応じて訪問するなどした。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 
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令和２年度の目標 

●福祉の総合的な相談窓口の体制が整備され，その周知がなされている。 

●担当部署間で事例の共有等により対応力を高め，相談窓口で安心して相談できている。 

●複合的な相談には担当部署間の連携により，総合相談窓口の機能を果たしている。 

●地域の相談窓口については，（仮称）相談支援担当者連絡会において，検討を進め，試行的実施の設置箇所を拡大している。 

３か年の 

達成状況評価 
Ａ：目標以上に達成した（目標に対し100％以上を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

検討の結果，平成30年度は，健康部，福祉部及び子ども家庭部のワンストップサービスの窓口整備及び相談支援総合調整会議設置による情報共有と連携強化により，

複合的な課題に対応する総合相談窓口の機能を果たす体制を整備した。さらに，令和元年度からは，国分寺市社会福祉協議会への委託により，地域福祉コーディネー

ターを配置し，地域における相談に幅広く対応する体制を整備した。今後は，改正社会福祉法により新設された重層的支援体制整備事業の実施体制を含め，検討して

いきたい。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

１ 重点施策・テーマの取組（４）避難行動要支援者への支援 

 

 

 

基本目標 ３ 安心して暮らせる環境づくり 担当課 地域共生推進課 

施策の柱 （２）市民生活の安全安心の向上 関連する課 防災安全課・障害福祉課・高齢福祉課 

事業名 

（主な取組） 
避難行動要支援者への支援 

事業概要 

（取組内容） 

震災等の災害が発生した際，本人又は家族の支援のみでは避難が困難な方を名簿に登録する。平常時から名簿を地域の支援者に提供し，支援者は登録者の所在や状

況を把握しておく。災害発生時には，支援者は速やかに登録者の安否確認や避難の介助等を実施する。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●市ホームページにおいてマニュアルや制度説明の資料を掲載し，市民に向けた
周知を行った。 

●要介護４又は５，身体障害者手帳１級又は２級（ただし，内部障害は呼吸器障害
のみ），愛の手帳１度又は２度，精神障害者保健福祉手帳１級の所持者を職権
にて自動登録している。職権及び申請により2,359人の名簿登録を行い，支援が
必要な市民に届くように取り組んでいる。 

●避難行動要支援者安否確認訓練を年に１回実施し，民生委員や地区防災センタ

ー，市職員との連携を図っている。 

●市ホームページにおいてマニュアルや制度説明の資料を掲載し，市民に向けた
周知を行った。 

●要介護４又は５，身体障害者手帳１級又は２級（ただし，内部障害は呼吸器障害
のみ），愛の手帳１度又は２度，精神障害者保健福祉手帳１級の所持者の職権
による自動登録については，令和２年３月末時点で新規を含め2,264人の名簿登
録となった。なお，従前の名簿登録者の状況確認については，新型コロナウイル
ス感染拡大の影響を受けて，翌年度に終了した。 

●避難行動要支援者安否確認訓練を年に１回実施し，民生委員や地区防災センタ

ー，市職員との連携を図っている。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 やや取組が遅れている。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 

●制度が周知され，申請による名簿登録が行われている。 
●市の保有する介護や障害の情報により，名簿登録の必要性が高い人の自動登録が行われている。 
●地域の支援者との連携が図られている。 
●個別計画の策定が進んでいる。 

３か年の 
達成状況評価 

Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

名簿登録については，自動登録者への同意勧奨や市ホームページにマニュアルを掲載し周知した。また，関係課と連携し名簿情報の更新を実施した。地域の支援者と
の連携において，平成30年度及び令和元年度は避難行動要支援者安否確認訓練を実施し，顔の見える関係の構築ができた。しかしながら，令和２年度は新型コロナウ
イルス感染症の影響から実施できなかったものの，民生委員から避難行動要支援者宅への訪問結果を共有してもらうなど連携を図った。個別計画については，ハザード
マップで危険な区域に住むなど優先度が高い方から進める検討を行ったが，策定にはいたらなかった。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

２ その他の取組（１）成年後見制度利用促進への取組 

 

 

  

 

 

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 地域共生推進課 

施策の柱 （３）虐待やいじめ等の防止と権利擁護の推進 関連する課 障害福祉課・高齢福祉課 

事業名 

（主な取組） 
成年後見制度利用促進 

事業概要 

（取組内容） 

国及び東京都による成年後見制度利用促進に向けた取組に適切に対応する。国の「成年後見制度利用促進基本計画」に基づき，市の計画策定の検討を行いながら，

地域連携のための体制を整備し，後見人等・被後見人等の支援を行う。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●年３回開催された権利擁護センターこくぶんじ運営委員会において，司法・福祉

関係者を交えた連携体制が確保され，円滑な制度運営が行われた。なお，権利

擁護センターこくぶんじの相談支援件数は4,865件となった。 

●年６回開催された権利擁護センターこくぶんじ運営委員会において，司法・福祉

関係者を交えた連携体制が確保され，円滑な制度運営が行われた（新型コロナ

ウイルス感染症対策により１回中止（書面審議））。なお，権利擁護センターこくぶ

んじの相談支援件数は5,874件となった。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 
●司法・福祉関係者の連携により利用者支援が行われている。 

●本市の成年後見制度利用促進基本計画の策定作業が行われている。 

３か年の 

達成状況評価 
Ａ：目標以上に達成した（目標に対し100％以上を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

権利擁護センターこくぶんじ運営委員会（困難事例検討会）等において，司法・福祉関係者を交えた連携体制が確保され，受任調整や後見人等の支援など，円滑な制度

運営が行われた。また，令和２年度には，国の「成年後見制度利用促進基本計画」に基づき，本市の成年後見制度利用促進基本計画を地域福祉計画実施計画（後

期），自殺対策計画，再犯防止推進計画と一体的に策定した。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

２ その他の取組（２）生活困窮者への自立支援 

 

 

  

 

 

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 生活福祉課 

施策の柱 （４）生活困窮者への自立支援 関連する課 各課 

事業名 

（主な取組） 
自立相談支援事業（相談） 

事業概要 

（取組内容） 

生活保護の前段階にある生活困窮者が抱える複合的な課題に包括的かつ一元的に対応する自立相談支援機関を設置し，庁内関係課及び地域の関係機関と連携し，

支援を必要とする生活困窮者の把握に努めて，窓口又は自宅訪問等により，相談を受け付ける。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●市報・ホームページ，実施機関広報紙等による事業周知を前年度に引き続き実

施した。また，庁内関係課や関係機関への事業説明を計画的に実施し，連携強

化を図った結果，相談件数が増加した。（新規相談件数274件） 

●新規相談件数のうち，個別支援計画を作成した件数は44件と前年度から若干減

少したが，計画作成前に関係機関につなげて，支援終了となる場合もあった。 

●市報・ホームページ，実施機関広報紙等による事業周知を前年度に引き続き実

施した。また，庁内関係課や関係機関への事業説明を計画的に実施し，連携強

化を図った結果，相談件数が増加した。（新規相談件数339件） 

●個別計画作成前に関係機関につなげて，支援終了となる件数も132件（平成30年

度26件）あり，必要な方が必要な支援に早期につながっている。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 ●新規相談件数 240件 

３か年の 

達成状況評価 
Ａ：目標以上に達成した（目標に対し100％以上を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

令和元年度までは，庁内関係課や関係機関への事業説明を計画的に実施し，事業周知を行った結果，庁内関係課からの連携が図られ，相談機関として認識されるよう

になった。令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大を受けて，住居喪失の恐れがある方への支援窓口としての周知がされたことから，住居確保給付金受給者を中心

に，相談内容から課題を整理し，必要な方に必要な支援を行うことができた。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

２ その他の取組（２）生活困窮者への自立支援 

 

 

  

 

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 生活福祉課 

施策の柱 （４）生活困窮者への自立支援 関連する課 各課 

事業名 

（主な取組） 
自立相談支援事業（支援） 

事業概要 

（取組内容） 

自立相談支援機関において相談を受け付けた生活困窮者を対象として，それぞれの状況に応じた個別支援計画を作成して，この計画に基づき早期自立に向けた支援

を行う。また，生活困窮者自立相談支援事業支援調整会議を設置し，個別支援計画の適切性の協議及び関係機関との情報共有と連携を図る。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●目標値を若干下回り89件（初回支援計画44件，再支援計画45件）の個別計画の

作成となったが，庁内関係課や関係機関と連携して計画に基づき支援を実施し

た。 

●支援調整会議においては，主に個別支援計画の評価と支援内容の検討を行い，

関係機関との情報共有や連携は個別に実施した。 

●目標値を下回り94件の個別計画の作成となったが，庁内関係課や関係機関と連

携して計画に基づき支援を実施した。 

●支援調整会議においては，主に個別支援計画の評価と支援内容の検討を行い，

家計管理に課題のある方については，令和元年度から開始した家計改善支援

事業利用を勧める等，必要に応じて関係機関との情報共有や連携を行い，個別

に実施した。 

進捗状況評価 やや取組が遅れている。 やや取組が遅れている。 

委員会評価 
担当課の評価のとおりとする（目標数値には達していないが，取組は推進してい

る。）。 

担当課の評価のとおりとする（目標数値には達していないが，取組は推進してい

る。）。 

令和２年度の目標 ●個別支援計画 作成件数120件 

３か年の 

達成状況評価 
 Ｃ：目標を下回った（目標に対し80％未満）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

平成30年度及び令和元年度の個別支援計画の作成件数は目標数値には達していないが，取組としては推進してきていると考えている。令和２年度においては，コロナ

禍の影響により更に減少したが，本人の希望に寄り添いながらも個別支援計画の作成の意義を説明し，生活困窮者の自立に向けて，個別支援計画を作成していく必要

がある。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。（目標数値には達していないが，取組は推進している。） 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

２ その他の取組（２）生活困窮者への自立支援 

 

 

  

   

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 生活福祉課 

施策の柱 （４）生活困窮者への自立支援 関連する課 各課 

事業名 

（主な取組） 
自立相談支援事業（就労） 

事業概要 

（取組内容） 

就労を希望する相談者を対象に，自立相談支援機関による就労支援を行う。また，要件を満たす方に対しては，住居確保給付金支給事業を活用し，就職活動中の家賃

相当額を支給することで，住居の確保を図る。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●個別支援計画を作成し，支援を行った者のうちの就職者数は平成29年度14人か

ら23人に大幅に増加した。 

●就労支援を受けた者のうち，住居確保給付金支給事業の新規申請者数は13人，

期間中の常用就職者数は４人だった。前年と比べて相談者数，申請者数，支給

件数が大幅に増加したが，期間中の常用就職者数については，減少した。 

●個別支援計画を作成し，支援を行った者のうちの就職者数は24人と昨年度より１

人増加した。 

●就労支援を受けた者のうち，住居確保給付金支給事業の新規申請者数は11人，

期間中の常用就職者数は７人だった。相談者数は前年度78人から86人と増加し

たが，申請者数は減少した。期間中の常用就職者数は増加したが，支給月数が

35月から43月に増加した。 

進捗状況評価 やや取組が遅れている。 やや取組が遅れている。 

委員会評価 
担当課の評価のとおりとする。（目標数値には達していないが，取組は推進してい

る。） 

担当課の評価のとおりとする。（目標数値には達していないが，取組は推進してい

る。） 

令和２年度の目標 ●就職者数 30人 

３か年の 

達成状況評価 
 Ｃ：目標を下回った（目標に対し80％未満）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

令和元年度までは，目標達成できないまでも住居確保給付金事業利用者を含む支援希望者に対し，就職に向けた支援を積極的に実施できていた。令和２年度は新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響から，支給要件が拡充され減収者の相談が激増し，必要とされる方へ給付金を支給することで，住居の確保が図られた。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。（目標数値には達していないが，取組は推進している。） 
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国分寺市地域福祉計画実施計画（中期）評価票【平成30年度～令和２年度】 

２ その他の取組（２）生活困窮者への自立支援 

 

 

  

 

基本目標 ２ 暮らしを支えるサービスの充実 担当課 生活福祉課 

施策の柱 （４）生活困窮者への自立支援 関連する課 各課 

事業名 

（主な取組） 
学習支援事業 

事業概要 

（取組内容） 

貧困の連鎖を防止するため，生活困窮世帯や生活保護世帯の子どもの学習支援を行う。また，家庭訪問を通して，世帯全体の課題を把握し，その解決に向けた支援を

行う。 

実績 

平成30年度 令和元年度 

●市内２か所で，子どもの学習支援事業として学習塾を開催し，新規11人・継続22

人，計33人が利用した。 

●事業利用者は小学３年生から中学３年生までであるが，本事業を利用して高校

に進学した者についても支援対象としている。 

●昨年度に引き続き就学援助の通知にチラシを同封するなど事業周知を工夫した

ことで，利用者数は目標を上回った。また，家庭訪問等による世帯への支援も行

った。 

●市内２か所で，子どもの学習支援事業として学習塾を開催し，新規15人・継続27

人，計42人が利用した。 

●学習塾に通えない利用者への支援として，定期的な家庭訪問等を通じ，通塾へ

の支援を行った。 

●昨年度に引き続き就学援助の通知や，児童扶養手当の現況届の通知にチラシ

を同封するなど事業周知を工夫したことで，利用者数は目標を大幅に上回った。 

進捗状況評価 目標どおり進行している。 目標どおり進行している。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 担当課の評価のとおりとする。 

令和２年度の目標 ●事業利用者数 40人 

３か年の 

達成状況評価 
Ｂ：おおむね達成した（目標に対し80％以上100％未満を達成）。 

３か年の 

達成状況に 

関する説明 

令和元年度までは，事業利用者数も順調に増加し，学習支援が行えていたが，令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大を受けて，緊急事態宣言中は休塾とした関係

から，事業利用者数は目標に達しなかった。学習塾に通えない利用者に対しては，令和元年度から個別支援にも注力し，支援が行えた。今後も引き続き，貧困の連鎖を

防止していくために利用者の状況に応じた支援を行う必要がある。 

委員会評価 担当課の評価のとおりとする。 


